
北
畠
親

房
の

官

U帝
論

下

川
　
玲
　
子

は
じ
め
に

　
北
畠
親
房
は
、
『
神
皇
正
統
記
』
の
後
醍
醐
天
皇
の
条
で
、

官
が
治
世
の
根
本
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

正
し
い
任

ニ
ハ
其
人
ヲ
エ
ラ
ビ
テ
官
二
任
ズ
。
官
二
其
人
ア
ル
時
ハ
君
ハ
垂

　
　
洪
シ
テ
マ
シ
マ
ス
。
サ
レ
バ
本
朝
ニ
モ
異
朝
ニ
モ
コ
レ
ヲ
治
世
ノ
本

　
　
ト
ス
。
ニ
ニ
ハ
国
郡
ヲ
ワ
タ
ク
シ
ニ
セ
ズ
、
ワ
カ
ツ
所
カ
ナ
ラ
ズ
其

　
　
理
ノ
マ
ニ
一
ス
。
三
ニ
ハ
功
ア
ル
ヲ
バ
必
賞
シ
、
罪
ア
ル
ヲ
バ
必
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
罰
ス
。
コ
レ
善
ヲ
ス
・
メ
悪
ヲ
コ
ラ
ス
道
ナ
リ
。

親
房
は
、
常
陸
で
の
戦
乱
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
引
き
続
き
『
職
原
抄
』

を
著
し
、
任
官
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
具
体
的
に
示
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ほ
ど
任
官
に
っ
い
て
記
す
こ
と
に
情
熱
を
傾
け
な
が

ら
も
、
親
房
は
、
官
庁
組
織
・
官
庁
施
設
の
運
営
・
国
政
の
上
の
位
置
づ

け
な
ど
を
含
ん
だ
形
で
、
官
制
に
っ
い
て
の
全
般
的
構
想
を
打
ち
出
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
歴
史
学
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
律
令
官
制
は
、
平
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
こ

中
期
か
ら
特
定
氏
族
に
よ
る
官
司
請
負
制
に
変
質
し
た
が
、
官
制
の
内
実

が
変
容
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
祇
官
・
大
納
言
等
の
官
職
名
は
そ
の

ま
ま
存
続
し
た
。
こ
の
よ
う
な
形
で
存
続
し
た
形
式
的
な
官
職
体
系
、
お

よ
び
、
官
職
名
に
対
応
す
る
位
階
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー

の
両
者
を
あ
わ
せ
た
も
の
を
、
官
位
制
度
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
の

よ
う
な
意
味
で
の
官
位
制
度
は
、
任
官
を
最
も
重
要
な
要
素
と
す
る
。
人

が
任
じ
ら
れ
さ
え
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
こ
の
制
度
は
機
能
す
る
。
し
か

し
、
官
位
制
度
は
官
制
の
一
側
面
で
し
か
な
く
、
官
制
自
体
と
は
区
別
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
親
房
が
記
述
し
て
い
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
こ

の
官
位
制
度
な
の
で
あ
る
。

　
本
論
文
は
、
ま
ず
、
任
官
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
行
わ
れ
る
べ
き
か
、

そ
の
基
準
は
な
ぜ
正
当
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
親
房
の
見
解

を
、
『
神
皇
正
統
記
』
『
職
原
抄
』
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
、
親
房
と

同
時
代
の
公
家
の
任
官
論
と
の
比
較
に
よ
り
、
彼
の
思
想
の
特
徴
を
明
確
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に
す
る
。
最
後
に
、
官
位
制
度
と
天
皇
の
関
係
に
つ
い
て
の
親
房
の
見
解

を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
彼
が
官
制
全
体
の
あ
り
方
を
ど
う
と
ら
え
て
い

た
か
を
推
測
す
る
。

　
親
房
の
思
想
研
究
は
、
『
神
皇
正
統
記
』
を
中
心
と
し
、
歴
史
思
想
や

神
道
論
と
の
関
連
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
多
い
。
し
か
し
、
『
職
原
抄
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
〕

を
視
野
に
入
れ
た
彼
の
政
治
思
想
研
究
は
手
薄
で
あ
る
。
本
論
文
は
、
そ

の
方
向
へ
の
研
究
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。

二
つ
の
任
官
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
）

　
北
畠
親
房
は
、
『
神
皇
正
統
記
』
で
、
上
古
に
お
け
る
任
官
が
ど
の
よ

う
な
基
隼
で
行
わ
れ
た
か
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A

　
　
昔
人
ヲ
エ
ラ
ビ
モ
チ
ヰ
ラ
レ
シ
日
ハ
先
徳
行
ヲ
ツ
ク
ス
。
徳
行
オ

ナ
ジ
ケ
レ
バ
、

才
用
ア
ル
ヲ
モ
チ
ヰ
ル
。

B

才
用
ヒ
ト
シ
ケ
レ
バ
労
効

　
　
ア
ル
ヲ
ト
ル
。
又
徳
義
・
清
慎
・
公
平
・
烙
勤
ノ
四
善
ヲ
ト
ル
ト

　
　
モ
ミ
エ
タ
リ
。
格
條
ニ
ハ
「
朝
二
廟
養
タ
レ
ド
モ
タ
ニ
公
卿
ニ
イ
タ

　
　
ル
。
」
ト
云
コ
ト
ノ
侍
ル
モ
、
徳
行
才
用
ニ
ヨ
リ
テ
不
次
ニ
モ
チ
ヰ

　
　
ラ
ル
ベ
キ
心
ナ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
一
後
醍
醐
天
皇
の
条
一

こ
れ
は
、
選
叙
令
・
考
課
令
を
ふ
ま
え
た
記
述
で
あ
る
。

　
　
A
凡
応
レ
選
者
。
皆
審
二
状
迩
一
。
鐙
擬
之
日
。
先
尽
二
徳
行
一
。
徳

　
　
行
同
。
取
二
才
用
高
者
一
。
才
用
同
。
取
二
労
効
多
者
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
選
叙
令
一

　
　
B
徳
義
有
レ
聞
者
。
為
二
一
善
一
。
清
慎
顕
著
者
。
為
二
一
善
一
。
公

　
　
平
可
レ
称
者
。
為
二
一
善
一
。
烙
勤
匪
レ
解
者
。
為
二
一
善
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
考
課
令
）

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

つ
ま
り
、
徳
行
と
才
用
と
い
う
行
政
官
と
し
て
の
個
人
の
資
質
に
よ
っ
て

登
用
を
決
め
る
の
が
、
上
古
の
任
官
の
方
法
で
あ
り
、
そ
れ
は
能
力
主
義

の
原
則
に
基
づ
い
て
い
る
と
一
言
え
る
。

　
親
房
は
、
上
古
に
な
ら
っ
て
、
能
力
主
義
に
よ
る
任
官
が
妥
当
で
あ
る

と
考
え
て
い
た
。
そ
れ
は
、
『
職
原
抄
』
で
、
個
人
の
資
質
を
任
官
基
準

と
し
て
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
一

　
『
職
原
抄
』
中
納
言
の
条
に
、
「
納
言
以
上
殊
可
レ
撰
二
其
人
一
之
官
也
」

と
し
て
、
納
言
以
上
の
顕
官
の
任
官
に
は
、
官
吏
と
し
て
能
力
を
問
題
と

す
べ
き
と
す
る
。
参
議
の
条
に
、
「
諸
臣
之
中
四
位
以
上
有
二
其
才
一
之
人

奉
レ
勅
参
二
議
官
中
政
一
之
意
也
」
と
し
て
、
才
が
人
事
に
あ
た
っ
て
重

要
視
さ
れ
る
と
す
る
。
ま
た
、
中
央
官
に
限
ら
ず
地
方
官
も
同
様
で
あ
る
。

例
え
ば
、
国
司
に
つ
い
て
、
要
職
に
耐
え
う
る
才
の
あ
る
者
を
任
ず
べ
き

と
す
る
。

　
　
凡
国
司
之
撰
。
和
漢
重
レ
之
。
此
云
二
烹
鮮
之
職
一
。
又
云
二
分
憂
之

　
　
官
一
。
漢
宣
帝
常
称
日
。
典
レ
我
共
治
者
。
唯
良
二
千
石
乎
云
々
。

　
　
誠
是
当
二
一
方
之
重
寄
一
。
察
二
百
姓
之
寒
苦
一
。
非
二
庸
才
之
所
ワ

　
　
可
二
企
望
一
。
故
昔
時
固
設
二
格
制
一
以
勘
二
治
否
一
。
合
レ
格
者
蒙
レ

　
　
賞
。
違
レ
格
者
被
レ
馳
。
是
所
三
以
択
二
良
吏
一
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
国
司
の
条
一

　
し
か
し
一
方
で
、
親
房
は
、
能
力
重
視
の
登
用
と
は
矛
盾
す
る
任
命
基

準
を
容
認
し
て
い
る
。
譜
第
の
家
柄
の
出
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
の
基
準

と
す
る
の
で
あ
る
。
親
房
の
時
代
に
は
、
家
柄
が
任
官
に
お
け
る
の
重
要

な
条
件
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
彼
は
、
現
行
の
シ
ス
テ
ム
を
そ
の
ま
ま
容
認
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し
て
い
た
と
言
え
る
。

　
　
寛
弘
ヨ
リ
ア
ナ
タ
ニ
ハ
、
マ
コ
ト
ニ
才
カ
シ
コ
ケ
レ
バ
、
種
姓
ニ
カ
・

　
　
ハ
ラ
ズ
、
將
相
ニ
イ
タ
ル
人
モ
ア
リ
。
寛
弘
以
来
ハ
、
譜
第
ヲ
サ
キ

　
　
ト
シ
テ
、
其
中
二
才
モ
ア
リ
徳
モ
ア
リ
テ
、
職
ニ
カ
ナ
ヒ
ヌ
ベ
キ
人

ヲ
ゾ
ェ
ラ
バ
レ
ヶ
ル
。
一
中
略
一

ア
マ
リ
譜
第
ヲ
ノ
ミ
ト
ラ
レ
テ
モ

賢
才
ノ
イ
デ
コ
ヌ
ハ
シ
ナ
レ
バ
、
上
古
ニ
オ
ヨ
ビ
ガ
タ
キ
コ
ト
ヲ
ウ

ラ
ム
ル
ヤ
カ
ラ
モ
ア
レ
ド
昔
ノ
マ
・
二
一
ア
ハ
イ
ヨ
く
ミ
ダ
レ
ヌ

　
　
ベ
ケ
レ
バ
、
譜
第
ヲ
オ
モ
ク
セ
ラ
レ
ケ
ル
モ
コ
ト
ハ
リ
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
神
皇
正
統
記
』
後
醍
醐
天
皇
の
条
）

寛
弘
以
前
の
能
力
主
義
に
基
づ
く
任
官
に
な
ら
う
べ
き
だ
と
の
意
見
は
あ

る
が
、
あ
ま
り
現
行
の
シ
ス
テ
ム
を
無
視
す
れ
ば
混
乱
が
広
が
る
ば
か
り

な
の
で
、
家
柄
重
視
の
任
官
も
容
認
す
る
と
の
説
明
で
あ
る
。

　
親
房
は
、
『
職
原
抄
』
の
三
公
一
太
政
・
左
右
大
臣
の
三
官
）
の
条
で
、

「
皆
則
關
之
官
也
」
と
記
す
。
「
則
闘
之
官
」
と
は
、
職
員
令
の
「
元
其

人
則
閥
」
と
の
記
述
を
継
承
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
官
に
は
徳
の
あ
る

人
物
を
任
ず
べ
き
な
の
で
、
適
切
な
人
材
が
な
い
場
合
は
欠
官
に
し
て
お

　
　
　
　
　
　
　
一
8
〕

く
と
の
意
味
で
あ
る
。
親
房
の
「
則
閥
之
官
」
の
記
述
か
ら
は
、
彼
は
職

員
令
の
理
念
を
継
承
し
て
、
あ
く
ま
で
徳
に
基
づ
く
任
官
を
主
張
し
て
い

る
か
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
房
は
、
続
い
て
『
職
原
抄
』
の
三

公
の
条
に
、
「
文
徳
御
世
藤
原
良
房
任
レ
之
、
爾
来
連
綿
任
レ
之
」
と
記
し
、

藤
原
良
房
の
子
孫
が
太
政
大
臣
や
左
右
大
臣
の
顕
官
を
世
襲
的
に
独
占
し

た
歴
史
の
事
実
を
指
摘
し
て
、
別
に
非
難
を
加
え
て
い
な
い
。
親
房
は
、

「
則
閾
之
官
」
と
い
う
用
語
が
端
的
に
示
す
徳
に
基
づ
く
任
官
の
理
念
を

掲
げ
な
が
ら
、
同
時
に
官
職
が
特
定
の
家
柄
に
よ
り
独
占
さ
れ
る
現
実
を

認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
で
見
た
よ
う
に
、
親
房
は
、
任
官
基
準
。
と
し
て
家
柄
重
視
主
義
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

能
力
重
視
主
義
と
二
つ
の
基
準
を
用
い
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
人
材
を

家
柄
・
血
統
を
基
準
に
し
て
選
ぶ
か
、
個
人
の
能
力
を
基
準
と
し
て
選
ぶ

か
、
個
人
の
能
力
を
基
準
と
し
て
選
ぶ
か
は
、
そ
の
一
方
を
徹
底
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
0
〕

他
方
が
成
り
立
た
な
く
な
る
関
係
に
あ
る
。
両
方
の
基
準
を
併
用
す
る
な

ら
ば
、
ど
ち
ら
か
を
主
と
し
て
、
ど
ち
ら
か
を
副
と
し
な
け
れ
ば
う
ま
く

ゆ
か
な
い
。
そ
こ
で
親
房
は
、
「
譜
第
ヲ
オ
モ
ク
セ
ラ
レ
ケ
ル
モ
コ
ト
ハ

リ
也
」
と
家
柄
・
血
統
に
基
づ
く
こ
と
を
優
先
す
る
。
そ
の
上
で
「
譜
第

ヲ
サ
キ
ト
シ
テ
、
其
中
二
才
モ
ア
リ
徳
モ
ア
リ
テ
、
職
ニ
カ
ナ
ヒ
ヌ
ベ
キ

人
ヲ
ゾ
エ
ラ
バ
レ
ケ
ル
」
と
し
て
、
能
力
は
、
家
柄
を
補
完
す
る
も
の
と

す
る
。
っ
ま
り
、
よ
ほ
ど
優
秀
な
ら
ば
、
家
柄
に
関
係
な
く
登
用
す
べ
き

で
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
は
、
家
柄
に
基
づ
く
任
官
が
行
わ
れ
る
べ
き
だ

と
い
う
の
が
親
房
の
見
解
で
あ
る
。

二
　
家
柄
に
基
づ
く
任
官
の
正
当
化

　
そ
れ
で
は
、
親
房
は
、
家
柄
に
基
づ
く
任
官
が
、
能
力
に
基
づ
く
任
官

よ
り
優
先
さ
れ
る
の
が
正
当
で
あ
る
こ
と
を
、
何
に
基
づ
い
て
根
拠
づ
け

る
の
だ
ろ
う
か
。

　
第
一
に
、
親
房
は
、
神
話
に
根
拠
を
求
め
て
正
当
化
し
て
い
る
。
彼
は
、

藤
原
氏
が
摂
関
職
を
世
襲
す
る
こ
と
を
容
認
し
て
い
る
が
、
藤
原
氏
に
よ

る
世
襲
が
な
ぜ
正
当
で
あ
る
の
か
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　
此
鎌
足
ノ
大
臣
ハ
天
児
屋
根
ノ
命
二
十
一
世
孫
也
。
昔
天
孫
ア
マ
ク
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ダ
リ
給
シ
時
、
諸
神
ノ
上
首
ニ
テ
、
此
命
、
殊
二
天
照
太
神
ノ
勅
ヲ

　
　
ウ
ケ
テ
輔
佐
ノ
神
ニ
マ
シ
マ
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
神
皇
正
統
記
』
皇
極
天
皇
の
条
）

　
　
コ
ノ
天
皇
（
清
和
）
ノ
御
時
良
房
ノ
大
臣
ノ
摂
政
ヨ
リ
シ
テ
ゾ
マ
サ

　
　
シ
ク
人
臣
ニ
テ
摂
政
ス
ル
コ
ト
ハ
ハ
ジ
マ
リ
ニ
ケ
ル
。
但
此
藤
原
ノ

　
　
一
門
神
代
ヨ
リ
ユ
ヘ
ア
リ
テ
国
主
ヲ
タ
ス
ケ
奉
ル
コ
ト
ハ
サ
キ
ニ
モ

　
　
所
々
ニ
シ
ル
シ
侍
リ
キ
。
　
　
　
　
（
同
清
和
天
皇
の
条
）

藤
原
氏
の
祖
神
は
、
天
児
屋
根
ノ
命
で
あ
り
、
天
照
太
神
に
天
孫
を
補
佐

す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
天
照
太
神
の
勅
は
、
時
代
が
下
っ
て
も

有
効
で
あ
り
、
藤
原
氏
が
、
補
佐
の
臣
つ
ま
り
摂
政
関
白
と
し
て
天
皇
に

仕
え
て
ゆ
く
こ
と
は
、
正
当
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
根
拠
づ
け

は
、
天
照
太
神
の
勅
命
が
絶
対
な
拘
束
力
を
持
つ
、
祖
神
に
下
さ
れ
た
命

令
が
子
孫
に
ま
で
効
力
を
持
つ
、
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
が
、

そ
の
前
提
が
な
ぜ
正
し
い
の
か
明
確
に
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ

る
。　

第
二
に
、
積
善
の
余
慶
に
根
拠
を
求
め
て
正
当
化
し
て
い
る
。
再
び
、

摂
関
家
に
関
す
る
親
房
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。
歴
史
の
事
実
と
し
て
、

摂
関
職
は
、
藤
原
氏
の
北
家
の
良
房
・
基
経
の
子
孫
の
み
に
独
占
さ
れ
て

ゆ
く
。
他
流
の
藤
原
氏
を
押
し
退
け
て
良
房
・
基
経
の
子
孫
が
摂
関
家
と

し
て
繁
栄
し
た
こ
と
を
親
房
は
ど
う
説
明
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
此
大
臣
一
基
経
）
マ
サ
シ
キ
外
戚
ノ
臣
ニ
テ
政
ヲ
モ
ハ
ラ
ニ
セ
ラ
レ

　
　
シ
ニ
、
天
下
ノ
タ
メ
大
義
ヲ
オ
モ
ヒ
テ
サ
ダ
メ
オ
コ
ナ
ハ
レ
ケ
ル
、

　
　
イ
ト
メ
デ
タ
シ
。
サ
レ
バ
一
家
ニ
モ
人
コ
ソ
オ
ホ
ク
キ
コ
エ
シ
カ
ド
、

　
　
摂
政
関
白
ハ
コ
ノ
大
臣
ノ
ス
エ
ノ
ミ
ゾ
タ
エ
セ
ヌ
コ
ト
ニ
ナ
リ
ニ
ケ

　
　
ル
。
ツ
ギ
く
大
臣
大
将
ニ
ノ
ボ
ル
藤
原
ノ
人
々
モ
ミ
ナ
コ
ノ
大
臣

　
　
ノ
苗
蕎
ナ
リ
。
積
善
ノ
余
慶
ナ
リ
ト
コ
ソ
オ
ボ
エ
ハ
ベ
レ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
神
皇
正
統
記
』
陽
成
天
皇
の
条
）

基
経
の
子
孫
の
繁
栄
は
、
基
経
の
徳
の
余
慶
と
し
て
、
基
経
の
行
政
能
力

に
原
因
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
個
人
の
能
力
に
よ
り
基
経
が
摂
政
と
な
っ

た
。
そ
し
て
次
に
、
個
人
の
能
力
が
、
個
人
の
昇
進
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ

を
越
え
て
子
孫
に
ま
で
影
響
す
る
。
親
房
は
、
こ
れ
を
「
積
善
ノ
余
慶
」

と
言
う
。
も
っ
と
具
体
的
に
説
明
し
て
み
よ
う
。
唐
令
に
較
べ
、
日
本
令

は
、
蔭
位
に
よ
る
顕
官
の
子
息
保
護
の
色
彩
が
強
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

　
　
　
＾
1
1
一

れ
て
い
る
。
親
が
能
力
が
あ
り
顕
官
と
な
っ
た
な
ら
ば
、
蔭
位
と
し
て
子

供
の
官
僚
生
活
の
ス
タ
ー
ト
の
官
位
が
上
と
な
り
、
人
よ
り
も
早
く
高
位

に
昇
る
。
そ
し
て
ま
た
そ
の
子
供
が
恩
恵
を
う
け
る
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
を

繰
り
返
す
う
ち
に
、
家
格
が
決
定
さ
れ
る
。
本
来
、
個
人
の
才
能
や
努
力

に
基
づ
い
た
昇
進
が
、
数
代
後
に
は
個
人
の
才
能
や
努
力
に
よ
っ
て
変
え

る
こ
と
の
で
き
な
い
家
柄
を
形
成
し
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
に
、
個
人
の
能

力
が
子
孫
の
昇
進
に
転
化
す
る
「
積
善
ノ
余
慶
」
が
説
明
で
き
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
譜
第
の
家
柄
の
形
成
を
説
明
し
て
い
て
も
、
譜
第
の
家
柄
の
．

出
身
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
て
任
官
す
る
こ
と
の
正
当
性
の
根
拠
を
示
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
つ
ま
り
親
房
は
、
家
柄
に
基
づ
く
任
官
の
正
当
性
の
根
拠
を
、
神
話
や

「
積
善
ノ
余
慶
」
に
よ
っ
て
説
明
し
き
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
先
に
も

引
用
し
た
『
神
皇
正
統
記
』
の
一
節
に
、
「
昔
ノ
マ
・
ニ
テ
ハ
イ
ヨ
ミ
ダ

レ
ヌ
ベ
ケ
レ
バ
、
譜
第
ヲ
オ
モ
ク
セ
ラ
レ
ケ
ル
モ
コ
ト
ハ
リ
也
」
と
あ
る
。

昔
（
律
令
の
規
定
が
有
効
で
あ
っ
た
時
代
一
の
よ
う
に
、
能
力
に
基
づ
く
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任
官
を
す
れ
ば
世
の
中
が
混
乱
す
る
の
で
、
家
柄
を
尊
重
す
る
現
状
に
従

う
ほ
う
が
よ
い
と
い
う
意
昧
で
あ
る
。
現
実
尊
重
路
線
と
言
え
ば
そ
う
で

あ
る
が
、
な
ぜ
家
柄
に
基
づ
く
任
官
が
大
切
な
の
か
を
、
秩
序
を
守
る
と

い
う
効
用
か
ら
の
み
説
明
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
家
柄
に
基
づ
く
任
官
と

い
う
シ
ス
テ
ム
に
内
在
す
る
利
点
や
合
理
的
根
拠
を
け
っ
し
て
明
ら
か
に

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

一
二
　
中
世
公
家
思
想
に
お
け
る
任
官
の
論
理

　
親
房
の
時
代
の
現
実
は
、
譜
第
の
家
柄
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
重
要
視

す
る
任
官
が
普
通
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
中
世
貴
族
の
知
識
人
た
ち
は
、

選
叙
令
や
考
課
令
に
規
定
さ
れ
た
よ
う
な
徳
や
才
に
基
づ
く
任
官
が
あ
る

べ
き
姿
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
現
実
を
い
つ
か
は
本
来
あ
る
べ

き
姿
に
戻
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
貴
族
の

知
識
人
た
ち
の
考
え
を
示
す
例
と
し
て
、
徳
大
寺
実
基
政
道
奏
状
と
弘
長

三
年
新
制
法
令
を
あ
げ
よ
う
。

　
徳
大
寺
実
基
は
、
政
道
奏
状
の
「
令
外
官
員
可
レ
拠
二
何
代
一
哉
事
」

の
条
で
、
「
抑
近
来
人
々
昇
進
甚
早
速
也
、
少
年
者
昇
二
卿
相
一
帯
二
顕
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ど

一
」
と
述
べ
、
良
家
の
若
年
者
の
昇
進
の
早
さ
を
批
判
し
て
い
る
。
ま
た

「
択
二
賢
才
一
之
道
以
レ
何
可
レ
被
レ
先
哉
事
」
の
条
で
は
賢
才
の
人
物
を

ど
れ
だ
け
適
切
に
登
用
す
る
か
の
方
法
に
っ
い
て
は
論
じ
る
が
、
登
用
に

関
し
て
の
家
柄
の
問
題
は
い
っ
さ
い
無
視
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か

ら
、
徳
大
寺
実
基
が
、
当
時
の
家
柄
が
良
け
れ
ば
高
官
に
出
世
で
き
る
シ

ス
テ
ム
に
批
判
的
で
あ
り
、
賢
才
と
い
う
個
人
の
資
質
に
基
づ
い
て
任
官

や
昇
進
が
決
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。　

弘
長
三
年
八
月
二
二
日
発
布
の
新
制
も
、
家
柄
に
基
づ
く
任
官
を
制
限

し
て
、
律
令
の
理
念
で
あ
る
徳
才
に
基
づ
く
任
官
に
回
復
し
よ
う
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
H
）

中
世
貴
族
の
政
治
思
想
の
表
明
と
解
釈
し
て
よ
い
。

　
　
一
四
条
一
可
三
諸
院
宮
叙
位
御
給
為
二
叙
爵
一
事
）

　
　
名
門
の
出
身
で
あ
れ
ば
、
最
初
か
ら
五
位
以
上
に
任
じ
ら
れ
る
ケ
ー

　
　
ス
が
め
だ
っ
た
の
で
、
叙
爵
即
ち
従
五
位
下
を
ス
タ
ー
ト
と
す
る
こ

　
　
と
を
定
め
た
も
の
。

　
　
一
五
条
一
可
レ
行
二
諸
道
儒
士
課
試
一
事
）

　
　
官
吏
登
用
試
験
に
つ
い
て
の
規
定
。
登
用
は
家
柄
に
よ
ら
ず
、
課
試

　
　
の
結
果
を
重
ん
じ
よ
と
規
定
し
た
も
の
。

　
　
一
六
条
一
不
レ
可
レ
被
下
靹
聴
中
難
二
譜
代
之
輩
一
十
歳
以
前
任
官
上

　
　
事
）

　
　
幼
児
の
任
官
を
制
限
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
。

　
　
一
九
条
一
可
下
撰
二
其
人
一
任
中
諸
国
守
上
事
）

　
　
国
司
は
、
統
治
能
力
の
あ
る
も
の
を
任
ず
べ
き
で
あ
る
と
の
規
定
。

　
　
当
時
の
国
司
は
国
司
制
崩
壊
以
後
の
国
司
で
あ
り
、
知
行
国
主
に
は

　
　
収
入
の
み
を
眉
的
と
す
る
名
目
的
な
国
司
を
任
命
す
る
と
い
っ
た
現

　
　
状
が
あ
り
、
そ
れ
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
法
令
が
ど
こ
ま
で
実
施
に
移
さ
れ
た
か
は
、
こ
こ
で
は
問
題
と
し
な

い
。
名
門
出
身
な
ら
ば
幼
児
さ
え
顕
官
に
任
じ
る
現
実
は
修
正
さ
れ
な
く

て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
主
張
を
読
み
取
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
中
世
貴
族
の
政
治
思
想
の
延
長
線
上
に
、
後
醍
醐
天
皇
の

建
武
新
政
の
人
事
が
あ
る
。
後
醍
醐
天
皇
は
、
現
行
の
家
柄
に
基
づ
く
任

官
を
徹
底
的
に
否
定
し
、
能
力
主
義
に
基
づ
く
任
官
を
次
々
と
行
っ
た
。

親
房
自
身
も
、
父
祖
の
極
官
が
正
二
位
権
大
納
一
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
早
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ヒ

三
十
三
才
で
そ
れ
を
越
え
大
納
言
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

　
鎌
倉
後
期
は
、
任
官
の
問
題
だ
け
で
な
く
政
治
全
般
に
わ
た
り
、
現
実

を
改
革
し
て
、
本
来
あ
る
べ
き
姿
に
復
古
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

思
潮
が
高
ま
っ
た
時
で
あ
っ
た
。
あ
る
べ
き
姿
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く

　
　
　
　
　
　
（
帖
〕

律
令
体
制
で
あ
る
。
笠
松
宏
至
氏
に
よ
れ
ば
、
中
世
に
た
び
た
び
発
布
さ

れ
た
「
徳
政
令
」
は
、
そ
の
よ
う
な
復
古
へ
の
動
き
の
小
波
で
あ
る
。
現

に
あ
る
状
態
を
否
定
し
、
本
来
あ
る
べ
き
状
態
に
復
古
さ
せ
る
こ
と
が
「
徳

政
」
の
原
理
で
あ
る
。
現
に
あ
る
状
態
は
、
相
伝
つ
ま
り
世
襲
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
。
「
徳
政
令
」
は
、
中
世
の
所
有
を
形
成
す
る
重
要
原
理
で

あ
る
相
伝
の
否
定
も
し
く
は
制
限
を
意
味
す
る
法
令
で
あ
る
。
相
伝
の
否
・

定
は
所
領
の
問
題
に
限
ら
れ
な
い
。
任
官
に
関
し
て
、
世
襲
化
の
制
限
（
あ

る
い
は
否
定
）
を
行
い
、
律
令
の
規
定
に
従
お
う
と
す
る
こ
と
も
「
徳
政
」

な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
鎌
倉
後
期
の
一
連
の
「
徳
政
」
の
動
き
の
最
大
の

高
ま
り
と
し
て
、
後
醍
醐
天
皇
の
建
武
新
政
が
あ
る
。
建
武
新
政
と
は
、

政
治
全
般
に
つ
い
て
律
令
復
古
を
目
指
し
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
改
革
運
動
で

　
＾
帖
）

あ
る
。

　
親
房
の
思
想
の
特
徴
は
、
こ
の
よ
う
な
一
連
の
公
家
政
治
思
想
や
政
策

に
背
を
向
け
、
現
状
維
持
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
親
房
が
あ
え

て
家
柄
に
基
づ
く
任
官
を
重
ん
じ
た
の
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
改
革
が
引
き

起
こ
し
た
混
乱
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
復
古
運
動
に
批
判
的
態
度
を

と
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

四
　
官
位
制
度
と
天
皇

　
親
房
の
官
制
論
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
彼
が
官
位
を
授
け
る
側
に

あ
る
天
皇
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
し

か
し
、
親
房
は
天
皇
の
政
治
機
構
上
の
役
割
を
明
記
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
こ
で
、
親
房
の
臣
下
の
任
官
基
準
論
を
考
察
し
た
の
と
同
様
に
、

天
皇
は
い
か
な
る
基
準
で
選
ば
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
彼
の
考
え
を
明

ら
か
に
す
る
。
そ
れ
を
手
が
か
り
し
て
、
親
房
の
政
治
思
想
上
の
天
皇
の

位
置
を
考
察
し
た
い
。

　
親
房
は
、
天
竺
や
震
旦
と
比
較
し
て
日
本
で
は
天
皇
位
に
天
皇
家
以
外

の
人
物
が
就
く
こ
と
が
な
か
っ
た
歴
史
を
も
っ
て
、
日
本
を
神
国
と
み
な

し
異
国
よ
り
優
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
我
朝
ノ
初
ハ
天
神
ノ
種
ヲ
ウ
ケ
テ
世
界
ヲ
建
立
ス
ル
ス
ガ
タ
ハ
、
天

　
　
竺
ノ
説
二
似
タ
ル
方
モ
ア
ル
ニ
ヤ
。
サ
レ
ド
コ
レ
ハ
天
祖
ヨ
リ
以
来

　
　
継
体
タ
ガ
ハ
ズ
シ
テ
、
タ
・
一
種
マ
シ
マ
ス
コ
ト
天
竺
ニ
モ
其
類
ナ

　
　
シ
。
（
中
略
）
震
旦
又
コ
ト
サ
ラ
ミ
ダ
リ
ガ
ハ
シ
キ
国
ナ
リ
。
昔
世

　
　
ス
ナ
ホ
ニ
道
タ
ダ
シ
カ
リ
シ
時
モ
、
賢
ヲ
ェ
ラ
ビ
テ
サ
ヅ
ク
ル
ア
ト

　
　
ア
リ
シ
ニ
ヨ
リ
、
一
種
ヲ
サ
ダ
ム
ル
事
ナ
シ
。
（
中
略
）

唯
我
国
ノ
ミ
天
地
ヒ
ラ
ケ
シ
初
ヨ
リ
今
ノ
世
ノ
今
日
二
至
マ
デ
、
日

　
　
嗣
ヲ
ウ
ケ
給
コ
ト
ヨ
コ
シ
マ
ナ
ラ
ズ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
『
神
皇
正
統
記
』
序
論
一

こ
こ
か
ら
、
天
皇
位
は
絶
対
「
一
種
姓
」
の
み
に
保
持
さ
れ
な
く
て
は
な
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ら
な
い
と
す
る
彼
の
主
張
は
明
ら
か
で
あ
る
。
特
定
の
家
柄
か
ら
選
出
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
は
、
臣
下
以
上
に
重
要
で
あ
る
。
つ
ま

り
天
皇
位
は
、
天
皇
家
と
い
う
特
定
の
家
柄
に
継
承
さ
れ
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
大
原
則
が
あ
る
。
親
房
は
、
こ
の
大
原
則
の
正
当
性
の
根
拠

と
し
て
、
天
孫
降
臨
神
話
を
書
き
記
す
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
天
皇
家
の
中
か
ら
誰
が
天
皇
位
に
選
ば
れ
る
べ
き
な
の
か
。

親
房
は
歴
代
の
天
皇
を
正
統
と
傍
系
に
分
類
し
て
い
る
。
彼
は
、
正
統
の

天
皇
を
「
マ
コ
ト
ノ
継
体
」
と
呼
び
、
世
数
を
も
っ
て
数
え
て
い
る
。

　
　
第
十
四
代
、
第
十
四
世
、
仲
哀
天
皇
ハ
日
本
武
尊
第
ニ
ノ
子
、
景
行

　
　
御
孫
也
。
代
ト
世
ト
ハ
、
常
ノ
義
差
別
ナ
シ
。
然
ド
凡
ノ
承
運
ト
マ

　
　
コ
ト
ノ
継
体
ト
ヲ
分
別
セ
ン
為
二
書
分
タ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
神
皇
正
統
記
』
伸
哀
天
皇
の
条
）

そ
の
た
め
、
傍
系
の
天
皇
と
は
す
ぐ
に
区
別
が
っ
く
。
彼
は
ど
の
よ
う
な

根
拠
で
正
統
と
傍
系
に
分
け
た
の
か
を
は
っ
き
り
記
し
て
い
な
い
。
し
か

し
、
彼
が
正
統
と
し
た
天
皇
を
天
皇
家
系
図
で
た
ど
っ
て
み
る
と
、
神
武

天
皇
か
ら
後
村
上
天
皇
ま
で
の
父
子
一
系
上
に
並
ぶ
天
皇
が
正
統
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
一
系
上
か
ら
枝
別
れ
し
て
い
る
天
皇
を

傍
系
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
天
皇
位
は
、
父
子
直
系
に

継
承
さ
れ
る
の
が
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
と
い
う
親
房
の
考
え
を
読
み
取
る

　
　
　
　
　
一
1
7
〕

こ
と
が
で
き
る
。
親
房
に
よ
れ
ば
、
天
皇
は
、
家
柄
（
天
皇
家
の
出
身
で

あ
る
か
ど
う
か
）
・
血
統
一
天
皇
家
の
正
嫡
で
あ
る
か
ど
う
か
）
が
重
要

な
選
考
基
準
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
天
皇
位
の
継
承
は
、
家
柄
・
血
統
に
よ
っ
て
す
べ
て
が
決

定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
親
房
は
必
ず
し
も
そ
う
は
言
っ
て
い
な
い
。

例
え
ば
、
次
代
の
天
皇
に
ふ
さ
わ
し
い
直
系
の
子
孫
が
な
い
場
合
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
別
系
か
ら
天
皇
を
立
て
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
は
、
徳
や

才
と
い
う
資
質
の
あ
る
人
物
を
選
ぶ
べ
き
だ
と
す
る
。
親
房
に
よ
れ
ば
、

継
体
天
皇
や
光
孝
天
皇
は
こ
の
例
で
あ
る
。
継
体
は
、
「
賢
名
ニ
ヨ
リ
テ
」

と
い
う
理
由
で
、
応
仁
五
世
の
孫
と
い
う
傍
系
か
ら
天
皇
に
な
っ
た
。
光

孝
が
、
陽
明
天
皇
の
突
然
の
退
位
後
に
位
に
就
い
た
の
は
、
「
賢
才
諸
親

王
ニ
ス
グ
レ
マ
シ
マ
シ
ケ
レ
バ
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
徳
や
才
と
い

う
個
人
の
資
質
は
、
血
統
に
基
づ
く
継
承
を
補
完
す
る
条
件
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
る
。

　
親
房
は
、
直
系
の
嫡
子
と
し
て
血
統
的
に
問
題
な
く
皇
位
に
就
い
た
天

皇
に
も
徳
や
才
が
備
わ
る
こ
と
を
求
め
る
。
『
神
皇
正
統
記
』
後
宇
多
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㎎
一

の
条
で
、
天
皇
の
学
問
が
い
か
に
必
要
か
を
説
い
て
い
る
。

　
　
和
漢
ノ
古
事
ヲ
シ
ラ
セ
給
ハ
ネ
バ
、
政
道
モ
ア
キ
ラ
カ
ナ
ラ
ズ
、
皇

　
　
威
モ
カ
ロ
ク
ナ
ル
、
サ
ダ
マ
レ
ル
理
ナ
リ
。

親
房
は
、
基
本
的
に
は
天
皇
位
は
血
統
に
基
づ
い
て
継
承
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
徳
や
才
と
い
う
為
政
者
の
資
質
も
ま
た
重
要
な

条
件
と
し
て
、
け
っ
し
て
軽
視
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
前
で
述
べ
た
よ
う
に
、
個
人
の
徳
や
才
が
、
数
代
を
経
て
繁
栄
し
た
家

柄
を
形
成
し
て
ゆ
く
こ
と
を
、
親
房
は
「
積
善
ノ
余
慶
」
と
し
て
説
明
し

た
。
個
人
の
努
力
や
才
能
が
、
家
柄
と
い
う
個
人
的
改
変
が
不
可
能
な
も

の
に
転
化
す
る
の
で
あ
る
。
個
人
の
努
力
は
、
個
人
の
栄
達
の
み
な
ら
ず

子
孫
繁
栄
を
も
た
ら
す
。
こ
の
原
理
は
天
皇
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
と

親
房
は
考
え
る
。
天
皇
に
徳
や
才
が
あ
れ
ば
、
直
系
の
子
孫
が
天
皇
と
し

て
栄
え
て
ゆ
き
、
逆
に
天
皇
自
身
が
不
徳
で
あ
れ
ば
、
直
系
の
子
孫
は
天
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＾
珊
〕

皇
位
を
継
承
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
天
皇
家
も
臣
下
の

家
と
同
様
に
、
個
人
の
徳
才
は
、
聖
な
る
血
統
を
生
み
出
す
原
動
力
と
な

る
と
親
房
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
天
皇
位
の
継
承
基
準
に
つ
い
て
の
親
房
の
見
解
を
ま
と
め
て
み

よ
う
。

　
　
○
血
統
・
家
柄
が
優
先
し
て
、
徳
才
は
そ
れ
を
補
完
す
る
要
素
で
あ

　
　
　
る
。

　
　
○
天
皇
家
の
出
自
の
人
物
だ
け
が
天
皇
位
に
就
け
る
こ
と
は
、
神
話

　
　
　
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
。

　
　
○
徳
才
が
個
人
の
領
域
を
越
え
て
正
統
な
血
統
を
形
成
す
る
と
い
う

　
　
　
「
積
善
ノ
余
慶
」
に
よ
り
、
天
皇
位
の
ゆ
く
え
が
左
右
さ
れ
る
。

天
皇
位
の
継
承
は
、
基
本
的
に
臣
下
の
任
官
基
準
と
同
じ
論
理
で
行
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
0
）

る
と
い
う
親
房
の
見
解
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
親
房
は
、

天
皇
を
臣
下
と
較
べ
て
特
別
な
存
在
と
考
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

結
び

　
律
令
官
制
は
、
天
皇
中
心
の
中
央
集
権
国
家
構
築
と
い
う
明
確
な
目
的

の
も
と
に
組
織
さ
れ
た
。
天
皇
は
超
越
し
た
存
在
で
あ
り
、
そ
の
統
治
は

神
話
に
基
づ
い
て
正
当
化
さ
れ
る
。
官
吏
は
、
国
家
構
築
の
目
的
を
遂
行

で
き
る
実
務
能
力
が
必
要
と
さ
れ
た
。
ゆ
え
に
、
官
位
令
・
職
貝
令
に
規

定
さ
れ
た
官
吏
の
ヒ
ェ
ラ
ル
ヒ
ー
は
、
徳
や
才
な
ど
の
個
人
の
行
政
能
力

を
基
準
に
し
て
形
成
さ
れ
る
。
天
皇
統
治
の
正
当
性
の
根
拠
を
神
話
に
求

め
た
点
は
非
合
理
的
と
言
え
る
が
、
政
治
が
目
指
す
方
向
が
明
確
な
た
め
、

官
制
は
目
的
遂
行
に
む
け
て
合
理
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
親
房
の
任
官
論
を
考
察
し
て
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
　
A
任
官
は
、
家
柄
が
選
考
の
第
一
基
準
で
あ
る
。
そ
の
基
準
が
正
当

　
　
　
で
あ
る
こ
と
は
、
神
話
や
「
積
善
ノ
余
慶
」
原
理
に
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　
個
人
の
能
力
は
、
家
柄
を
補
完
す
る
条
件
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
B
皇
位
継
承
者
決
定
基
準
は
、
臣
下
の
任
官
基
準
と
共
通
す
る
。

A
に
つ
い
て
、
律
令
官
位
制
度
に
お
い
て
、
天
皇
政
治
を
補
佐
で
き
る
有

能
な
人
材
の
確
保
と
い
う
目
的
に
応
じ
た
選
考
基
準
が
あ
っ
た
。
親
房
が
、

家
柄
に
基
づ
く
任
官
を
容
認
す
る
の
は
、
律
令
国
家
の
政
治
目
的
の
継
承

を
放
棄
し
た
こ
と
の
現
れ
と
言
え
る
。
B
に
つ
い
て
、
天
皇
家
は
諸
家
の

頂
点
に
立
つ
が
超
越
し
た
存
在
で
は
な
い
。
親
房
の
天
皇
の
位
置
づ
け
か

ら
、
彼
は
、
卓
越
し
た
天
皇
の
存
在
を
前
提
と
し
た
律
令
国
家
的
な
政
治

形
態
を
目
指
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
以
上
、
A
・
B
か
ら
、

律
令
国
家
の
目
指
し
た
政
治
目
的
と
そ
の
遂
行
の
た
め
の
官
制
は
、
親
房

の
政
治
ビ
ジ
ョ
ン
と
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
そ
れ
で
は
、
親
房
は
ど
の
よ
う
な
政
治
を
目
指
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
『
神
皇
正
統
記
』
・
『
職
原
抄
』
の
中
で
直
接
語
ら
れ
て
い
な
い
。

彼
は
、
具
体
的
な
任
官
基
準
に
つ
い
て
は
述
べ
て
も
、
官
制
全
体
に
論
及

し
て
い
な
い
。
官
制
論
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
彼
の
政
治
構
想

全
体
も
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
家
柄
に
基
づ
く
任
官
と
い
う
親
房
の
見
解
は
、
あ
ま
り
説
得
力
の
あ
る

も
の
と
い
え
な
か
っ
た
。
い
っ
た
い
、
家
柄
に
基
づ
く
任
官
の
容
認
か
ら
、

ど
れ
ほ
ど
の
政
治
理
念
が
抽
象
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
親
房
の
議
論
が
、
全

般
的
な
官
制
論
と
し
て
現
れ
ず
に
、
任
官
基
準
論
と
い
う
形
で
倭
小
化
し
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現
れ
る
の
は
、
彼
が
明
確
な
官
制
論
と
政
治
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
な
い

た
め
で
は
な
い
か
。
彼
の
官
制
論
は
、
非
在
ゆ
え
に
言
及
さ
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
。
親
房
の
考
え
る
官
位
制
度
は
、
具
体
的
な
行
政
組
織
の
一
部

と
い
う
よ
り
、
社
会
的
身
分
秩
序
を
あ
ら
わ
す
単
な
る
も
の
さ
し
で
は
な

い
か
。
そ
の
も
の
さ
し
は
、
家
柄
と
い
う
改
変
不
能
な
も
の
に
基
づ
く
の

で
、
流
動
性
が
な
く
、
だ
か
ら
社
会
秩
序
の
固
定
と
安
定
に
役
立
つ
。
親

房
は
、
律
令
制
に
代
わ
る
何
か
を
求
め
て
い
る
が
、
何
か
の
答
え
は
見
つ

か
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
か
ら
、
親
房
の
政
治
論
を
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
彼

の
思
想
に
、
現
実
を
分
析
し
理
論
化
し
て
新
た
な
政
治
形
態
を
構
想
し
て

ゆ
く
、
あ
る
い
は
他
の
政
治
思
想
を
吸
収
し
て
政
治
形
態
を
構
想
し
て
ゆ

く
姿
勢
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
は
、
現
実
の
政
治
の
あ
り
か

た
を
深
化
し
て
ゆ
け
ば
、
よ
り
よ
い
も
の
に
到
達
す
る
の
で
は
な
い
か
と

の
期
待
を
、
漢
然
と
抱
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
政
治
を
習
慣
の
繰
り
返
し
と
考
え
る
傾
向
は
、
平
安
時
代
後
期
に
始

　
　
　
　
＾
刎
）

ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
建
武
新
政
ま
で
に
一
連
の
律
令
回
帰
の
思
想
が

存
在
し
、
国
家
政
治
の
究
極
的
な
目
的
を
再
確
認
し
よ
う
と
す
る
動
き
が

あ
っ
た
。
親
房
の
政
治
思
想
の
特
徴
は
、
律
令
へ
の
回
帰
を
否
定
し
て
、

政
治
の
有
職
故
実
化
を
徹
底
し
よ
う
す
る
こ
と
で
、
活
路
を
見
い
だ
そ
う

と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

註

（
1
）
本
論
文
の
『
神
皇
正
統
記
』

の
引
用
は
、
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系

　
　
に
よ
る
。

（
2
）
佐
藤
進
一
『
日
本
の
中
世
国
家
』
一
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
。

一
3
）
江
戸
時
代
、
『
職
原
抄
』
は
代
表
的
有
職
故
実
書
と
し
て
広
く
読
ま

　
　
れ
た
。
し
か
し
明
治
以
降
、
『
神
皇
正
統
記
』
の
み
が
皇
国
史
観
の

　
　
テ
キ
ス
ト
と
し
て
享
受
さ
れ
、
『
職
原
抄
』
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。

　
　
近
年
で
は
、
『
職
原
抄
』
は
『
神
皇
正
統
記
』
奥
書
の
「
或
童
蒙
」

　
　
確
定
の
議
論
の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

（
4
）
「
孝
光
ヨ
リ
上
ツ
カ
タ
ハ
一
向
上
古
也
」
一
『
神
皇
正
統
記
』
光
孝
天

　
　
皇
の
条
）
と
あ
り
、
親
房
の
言
う
上
古
と
は
、
八
八
○
年
代
以
前
の

　
　
こ
と
で
あ
る
。

一
5
）
選
叙
令
・
考
課
令
は
、
日
本
思
想
大
系
『
律
令
』
一
岩
波
書
店
、
一

　
　
九
七
六
年
）
に
よ
る
。

（
6
）
才
は
官
吏
に
必
要
な
学
問
の
こ
と
。
学
問
の
具
体
的
内
容
は
、
学
令

　
　
を
参
照
。

（
7
）
本
論
文
の
『
職
原
抄
』
の
引
用
は
、
白
山
芳
太
郎
『
職
原
妙
の
基
礎

　
　
的
研
究
　
並
び
に
校
本
』
一
臨
川
書
店
、
一
九
八
○
年
）
に
よ
る
。

一
8
）
『
令
義
解
』
職
員
令
の
「
元
其
人
則
閥
」
の
解
釈
に
よ
る
。

（
9
）
親
房
の
思
想
的
影
響
下
に
あ
る
「
北
畠
顕
家
奏
状
」
（
日
本
思
想
大

　
　
系
『
中
世
政
治
社
会
思
想
』
下
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
）
も
、

　
　
官
爵
登
用
の
基
準
と
し
て
、
徳
才
と
家
柄
の
両
方
を
あ
げ
て
い
る
。

（
1
0
）
津
田
左
右
吉
『
日
本
の
神
道
』
「
附
録
第
三
愚
管
抄
及
び
神
皇
正
統

　
　
記
に
於
け
る
シ
ナ
の
史
学
思
想
」
（
全
集
九
巻
・
岩
波
書
店
、
一
九

　
　
六
四
年
）
は
、
血
統
相
続
と
徳
に
基
づ
く
相
続
は
、
本
来
両
立
し
な

　
　
い
と
指
摘
す
る
（
四
〇
二
頁
）
。
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（
u
一
野
村
忠
夫
『
官
人
制
論
』
（
雄
山
閤
、
一
九
七
五
年
）
な
ど
。

（
1
2
）
「
徳
大
寺
実
基
政
道
奏
状
」
（
日
本
思
想
大
系
『
中
世
政
治
社
会
思
想
』

　
　
下
）
。

（
1
3
）
弘
長
三
年
新
制
は
、
水
戸
部
正
男
『
公
家
新
制
の
研
究
』
一
創
文
杜
、

　
　
一
九
六
一
年
）
に
よ
る
。

（
1
4
）
我
妻
健
治
『
神
皇
正
統
記
論
考
』
「
序
章
・
第
二
節
北
畠
親
房
の
官

　
　
途
」
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
一
。

（
1
5
）
富
田
政
弘
「
室
町
殿
と
天
皇
」
一
「
日
本
史
研
究
』
三
一
九
）
に
よ
れ

　
　
ば
、
律
令
的
土
地
制
度
・
宮
司
制
度
・
天
皇
u
太
政
官
制
は
理
想
の

　
　
正
道
で
あ
り
、
荘
園
制
・
宮
司
請
負
制
・
治
天
の
王
権
は
末
世
の
権

　
　
道
で
あ
る
と
の
認
識
が
中
世
に
あ
っ
た
。

（
1
6
）
笠
松
宏
至
『
日
本
中
世
法
史
論
』
「
第
七
章
中
世
の
政
治
社
会
思
想
」

　
　
一
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
一
、
『
徳
政
令
』
一
岩
波
書
店
、

　
　
一
九
八
二
年
）
。

（
1
7
）
河
内
祥
輔
『
古
代
政
治
史
に
お
け
る
天
皇
制
の
論
理
』
一
吉
川
弘
文
館
、

　
　
一
九
八
六
年
一
は
、
直
系
相
続
が
天
皇
位
継
承
の
基
本
で
あ
る
こ
と

　
　
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
1
8
）
親
房
と
同
時
代
の
花
園
院
が
著
し
た
『
誠
太
子
書
』
な
ど
に
も
、
学

　
　
問
が
天
皇
に
い
か
に
必
要
か
が
説
か
れ
て
い
る
。

（
！
9
）
『
神
皇
正
統
記
』
は
、
継
体
天
皇
や
光
孝
天
皇
の
直
系
の
子
孫
が
天

　
　
皇
位
を
独
占
し
繁
栄
し
た
こ
と
の
根
拠
を
継
体
や
光
孝
の
徳
に
求

　
　
め
、
反
対
に
武
烈
天
皇
の
子
孫
が
断
絶
し
た
根
拠
を
武
烈
の
不
徳
に

　
　
求
め
る
。

（
2
0
）
網
野
善
彦
『
異
形
の
王
権
』
一
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
一
は
、
南
北

　
　
朝
期
の
天
皇
位
が
「
天
皇
職
」
と
し
て
他
の
官
職
と
同
列
で
あ
っ
た

　
　
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
2
ユ
）
平
安
後
期
、
政
治
と
は
す
な
わ
ち
儀
礼
の
正
確
な
遂
行
と
認
識
さ
れ
、

　
　
そ
の
作
法
を
記
し
た
有
職
故
実
書
が
多
く
著
さ
れ
た
。

（
し
も
か
わ
・
り
ょ
・
。
つ
こ
　
筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
．
思
想
研
究
科
在
学
中
一
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